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（２）ポータルサイト事業 ～② 特派員によるコンテンツ供給～ 
 

 
 

 

■ 充実したコーナー（随時投稿に応じてレイアウトが変化） 

 

■ 従前の関係者による投稿コーナー 

 （３人による記事の投稿） 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 広域なエリアを３人で担当しているため

労力が集中し、負担が大きい。週に１、２

度の更新は個人的能力に支えられている 

・ このため必要だと感じているエリアやテ

ーマに応じた記事投稿などへ手が回らない

状況にある 

○ 圏域連携やポータルサイト運営の効率化に向けて、特定のエリアやテーマに関して多く

の知識・経験を持つ個人･団体にポータルサイトの特派員になっていただき、記事を投稿･

掲載するしくみづくりを支援 

○ 中間支援組織から、多様な主体の参加

や運営労力の分散化・効率化に向け

て、特派員によるコンテンツを供給す

るしくみを提案 

○ 中間支援組織スタッフの既存ネット

ワークを用いて、特派員を確保 

 

■ 特派員が担当するテーマ（当初検討） 

 

・ 大山のリゾート 

・ 体験（インドア・アウトドア） 

・ 皆生温泉 

・ 妖怪 

・ 山陰グルメ 

・ 海の幸 

・ 大山の山歩き 

・ 農業・グリーンツーリズム 

・ 米子周辺の歴史 

・ 特産品・おみやげ 

・ 米子町歩き 

・ 水鳥公園 

・ 社寺仏閣 

・ 蕎麦 

・ お茶 

・ 和菓子 

・ 宍道湖の写真 など、30 テーマ(目標) 

記事を 
投稿 

特派員として登録・協力依頼
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■ 投稿された記事の例 

  

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 特派員の状況（3/7現在） 

投稿中のテーマ 

（一部、投稿者の投稿待ち） 
 特派員確定テーマ  検討中のテーマ 

・ インドア体験・雨の日にも
おすすめ 

・ だいせん悠々リゾート気分 
・ 一畑電車 
・ 皆生温泉・潮風だより 
・ 山陰・水鳥ウォッチング 
・ 出雲そば 
・ 大山だい好き・アウトドア

ライフ! 
・ 日本酒コラム 
・ 山陰ロケーションハンター 
・ お助け縁結び 
・ 山陰“ふるさと”TOPICS 

New! 

 ・ きらら多伎・マリンタラ
ソ出雲 

・ とっとりの歴史 つれづ
れコラム 

・ 安来・広瀬の自然関係 
・ 境港・妖怪事情 
・ 出雲キルト美術館 
・ 出雲まち紹介 
・ 山陰グルメ旅 
・ 田舎暮らしのススメ in

山陰 
・ 島根古代出雲歴史博物

館 
 

 ・ 境港発・海の幸情報 
・ 宍道湖の夕日関係 
・ 出雲大社・社寺仏閣 
・ 松江のお茶と御菓子 
・ 松江の歴史関係 
・ 島根ワイナリー（プラス

和牛関係） 
・ 米子まち歩き旅情 
・ JA 雲南・農業関係 
・ 安来の歴史関係 
 
（現在もテーマ拡大･依頼

中） 
 

成果         

 

 

 

中間支援組織のあり方に関連するもの 
○ 発信する情報内容の充実と、事業を無理なく継続するための運営者の負担の軽

減の両立が必要。このためには多数の主体の参加による労力の分散化が不可欠

であり、そのためには中間支援組織の有する人的ネットワークが効果的に機能

○ 初動期から多数の多様な主体の参加を募るのは困難であり、徐々に参加者を増

やしていくスタンスが必要 

地元での取組みにより深く関連するもの 
○ 特派員投稿記事の増加によるポータルサイトの充実（情報の鮮度・日常性・専

門性） 

○ ポータルサイト運営者の負担の軽減・分散化 

○ 投稿者の地域づくりに対する意識・関心の醸成が期待できる 

○ 多くの主体が参加することが、圏域の情報基盤として存続していく上で有効 

今後の課題・期待される取組み（継続して検討） 
○ 特派員の参加意欲の維持に向けたしくみづくり（一般市民から特派員に対する応援を

投稿する仕掛けなど） 

○ 後述の市民投稿システム「みんなで！山陰」で活発な情報提供・意見交換を行ってい

る人への特派員の勧誘、特派員の公開募集 

○ 特派員の活動を通じた連携・交流の促進による各種事業の展開 

 

パイロット事業を通した関係者の意見・課題等 
○ 多様な人が記事を投稿してもらえることで、ホームページの印象が大きく変わり、よ

り生活や観光に身近なページとして親しみがわくようになった。 

○ （従来の記事作成者）労力が軽減したという効果もあるが、情報の厚みが増したこと

に意義を感じた。 

○ 他のポータルサイト運営者から、観光情報・地域情報を収集する上で活用したいとの

考えとともに、特派員としての参加の可能性を示していただいた。 

○ 継続して投稿してもらうことを前提でお願いしているが、継続して投稿を続けてもら

うには何らかのモチベーション維持の仕掛けが必要。 

○ 実績がない状態で特派員のお願いに行っても断られることが多かったため、投稿状況

を紹介しながら参加しやすいことをアピールするなど、こまめに依頼に行く必要。 
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